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はじめに

『Sun Cluster Data Service for Sun Java System Message Queueガイド (Solaris OS
版)』は、SPARC®と x86ベースシステムでの Sun™ Cluster HA for Sun Java System
Message Queueのインストールと構成について説明します。

注 –このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティングシ
ステムに関する知識と、Sun Clusterソフトウェアと使用するボリューム管理ソフト
ウェアに関する専門知識が必要です。

注 – Sun Clusterソフトウェアは、SPARCと x86の 2つのプラットフォーム上で稼動
します。このマニュアル内の情報は、章、節、注、箇条書き項目、図、表、または例
などで特に明記されていない限り両方に適用されます。
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UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に固有のコマ
ンドについて説明します。このマニュアルでは、UNIX®の基本的なコマンドや手順
(システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)については説明していま
せん。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順については、以下を参照して
ください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。すべての Sun Clusterマニュアルは、http://docs.sun.comで参照
できます。
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トピック マニュアル

データサービス管理 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris
OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドと関数の参照 『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterのマニュアルの完全なリストについては、お使いの Sun Clusterのリリー
スノートを http://docs.sun.comで参照してください。

関連するサン以外のWebサイトの引用
このマニュアル内で引用するサン以外の URLでは、補足的な関連情報が得られま
す。

注 –このマニュアルには、サン以外の団体/個人のWebサイトに関する情報が含まれ
ています。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能な、コン
テンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけではなく、
Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを
経由して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って
発生した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失に
ついても、Sunは一切の責任を負いません。
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

問い合わせについて
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� システムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号 (例: Sun Cluster 3.0)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関する
情報を集めます。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリーのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

SPARC: prtdiag
-v

システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueのインストールと構成

この章では、Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueをインストールし
て構成する手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 11ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueの概要」
� 12ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueのインストー
ルと構成の作業の概要」

� 13ページの「Sun Java System Message Queueのインストールと構成の計画」
� 14ページの「ネットワークリソースの構成と起動」
� 16ページの「Sun Java System Message Queueのインストールと構成」
� 17ページの「Sun Java System Message Queueのインストールと構成の確認」
� 18ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueのインストー
ルと構成の計画」

� 19ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueパッケージの
インストール」

� 22ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueの登録と構
成」

� 26ページの「SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成」
� 26ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueのインストー
ルと構成の確認」

� 27ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queue障害モニター
の調整」

Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueの概要
ここでは、Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueを利用して Sun Java
System Message Queueの可用性を高める方法を理解するために役立つ情報を提供し
ます。
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Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueは、フェイルオーバーメッセー
ジサービスの構成に適した拡張プロパティーを備えたデータサービスです。

Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueをフェイルオーバーデータサー
ビスとして構成することにより、Sun Java System Message Queueの可用性を高める
ことができます。データサービスの一般的な情報については、『Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の第 1章「Sun Clusterデータサービスの計
画」を参照してください。

Sun Java System Message Queueは、アプリケーションサーバーに不可欠な部分で
す。Sun Java System Message Queueは、JMSクライアント用の堅牢な Java
Messaging Service (JMS)です。Sun Java System Message Queueは、Sun Java System
Application Serverインストールと共にパッケージ化されています。Sun Java System
Message Queueについては、Sun Java System Message Queueのマニュアルを参照し
てください。Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueの実装では、当該
システムのアーキテクチャーが依存しているプログラムの存在は想定していません。
データベースやWebサーバーなどの、当該システムのアーキテクチャーが依存してい
るプログラムは、高い可用性を持つ構成でなければなりませんが、別のクラスタで実
行することもできます。

Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueのインストールと構成の
作業の概要
次の表に、インストールと構成の作業を説明する節を示します。指定された順番どお
りに、各作業を行ってください。

表 1作業マップ: Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueのインストールと構
成

タスク 参照先

Sun Java System Message Queueの
インストールと構成の計画

13ページの「Sun Java System Message Queueのイン
ストールと構成の計画」

ネットワークリソースの構成と起動 14ページの「ネットワークリソースを構成して起動す
る」

Sun Java System Message Queueの
インストールと構成

16ページの「Sun Java System Message Queueをイン
ストールする」

Sun Java System Message Queueの
インストールの確認

17ページの「Sun Java System Message Queueのイン
ストールと構成を確認する」
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表 1作業マップ: Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueのインストールと構
成 (続き)
タスク 参照先

Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueのインストールと構
成の計画

18ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueのインストールと構成の計画」

Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueパッケージのインス
トール

19ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueパッケージのインストール」

Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueをフェイルオーバー
データサービスとして登録、構成

23ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueをフェイルオーバーデータサービスと
して登録し、構成する」

SUNW.HAStoragePlusリソースタ
イプの構成

26ページの「SUNW.HAStoragePlusリソースタイプ
の構成」

Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueのインストールと構
成の確認

26ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueのインストールと構成の確認」

Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queue障害モニターの調整

27ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queue障害モニターの調整」

注 – Sun Cluster構成で複数のデータサービスを実行している場合は、任意の順序で
データサービスを設定できます。ただし、Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueが Sun Cluster HA for DNSに依存している場合は、DNSを先に設定
する必要があります。詳細は、『Sun Cluster Data Service for DNSガイド (Solaris OS
版)』を参照してください。DNSソフトウェアは、Solarisオペレーティング環境に含
まれています。クラスタが別のサーバーから DNSサービスを取得する場合は、最初
に、クラスタが DNSクライアントになるように構成してください。

Sun Java System Message Queueのイン
ストールと構成の計画
Sun Java System Message Queueをインストールして構成するには、『Sun Cluster
データサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「構成のワークシート」のワーク
シートとともに、この節をチェックリストとして使用します。

インストールを開始する前に、以下の点を検討します。静的ファイルとデータは、各
クラスタノードのローカルファイルシステム上に格納します。動的データはクラスタ
ファイルシステム上に配置する必要があります。この配置により、どのクラスタノー
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ドからでもデータを表示または更新できます。Sun Java System Message Queueバイ
ナリファイルと構成ファイルは高可用性にする必要があります。また、全ノードで実
行されているアプリケーションサーバーインスタンスにアクセスできるようにする必
要があります。

ネットワークリソースの構成と起動
Sun Java System Message Queueのインストールと構成を開始する前に、インストー
ルと構成が完了した後でサービスが使用するネットワークリソースを設定します。
ネットワークリソースを構成して起動するには、次のコマンド行手順を実行します。

� ネットワークリソースを構成して起動する
この手順を実行するには、構成についての次の情報が必要です。

� データサービスをマスターできるクラスタノードの名前。

� クライアントが Sun Java System Message Queueにアクセスするために使用する
ネットワークリソース。通常、このホスト名はクラスタをインストールするときに
設定します。ネットワークリソースについては、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS
版)』を参照してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 使用しているすべてのネットワークアドレスがネームサービスデータベースに追加
されていることを確認します。

Sun Clusterのインストール時に、この確認を行なっておく必要があります。

注 –ネームサービスの検索を成功させるには、すべてのクラスタノード上の
/etc/inet/hostsファイルに、すべての論理ホスト名を含める必要がありま
す。サーバーの /etc/nsswitch.conf のネームサービスマッピングは、NIS、
NIS+、DNSにアクセスする前に、ローカルファイルを検査するように構成してく
ださい。

3. ネットワークリソースとアプリケーションリソースを格納するためのフェイルオー
バーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-g resource-group
リソースグループの名前を指定します。任意の名前を指定できます。

手順
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[-h nodelist]
潜在マスターを識別する Sun Java System Message Queueの物理ノード名をコ
ンマで区切って指定します (省略可能)。フェイルオーバー時、ノードはこのリ
スト内の順番に従ってプライマリとして判別されます。

注 –ノードリストの順番を指定するには、-hオプションを使用します。クラスタ
のすべてのノードがマスターになり得るのであれば、-hオプションを指定する必
要はありません。

4. リソースグループへネットワークリソースを追加します。

次のコマンドを使用して、リソースグループに論理ホスト名を追加します。

# scrgadm -a -L -g resource-group -l hostname, ...[-n netiflist]

-L
ネットワークリソースを追加することを示します。

-g resource-group
リソースグループの名前を指定します。

-l hostname, …
ネットワークリソースをコンマで区切って指定します。

-n netiflist
各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマで区切って指定しま
す (省略可能)。netiflistの各要素は、netif@nodeの形式にする必要がありま
す。netifは IPネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0など)として
指定できます。ノードは、ノード名またはノード ID (sc_ipmp0@1、
sc_ipmp@phys-schost-1など)で識別できます。

注 –現在のところ、Sun Clusterでは、netifにアダプタ名は使用できません。

5. scswitchコマンドを実行してリソースグループを有効にし、オンラインにしま
す。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z
リソースグループを管理状態 (MANAGED)にし、リソースグループをオンライン
にします。

-g resource-group
リソースグループの名前を指定します。
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Sun Java System Message Queueのイン
ストールと構成
Sun Java System Message Queueは、Java 2 Enterprise Edition (J2EE™) 1.3に準拠し
たメッセージングサービスです。このキューは、エンタープライズカスタマーのニー
ズに応えるよう設計されていて、Sun Clusterソフトウェアの制御下も実行できます。
この節では、Sun Java System Message Queueをインストールし、Sun Cluster HA for
Sun Java System Message Queueとして実行するための手順について説明します。

注 – Sun Java System Message Queueと別のメッセージングサービスサーバーを実行
しているときに、これらが同じネットワークリソースを使用している場合は、それぞ
れ異なるポートで待機するように構成してください。異なるポートで待機するように
構成しないと、2つのサービスの間でポートの衝突が発生します。

Sun Java System Message Queueは、次の手順に従ってインストールします。

� Sun Java System Message Queueをインストール
する
Sun Java System Message Queueをインストールするには、次の手順を使用します。
ここでは、Sun Java System Message Queue固有の情報だけを提供します。詳細は、
Sun Java System Message Queue for Solaris OSのマニュアルを参照してください。

注 – /etc/imq/imqbrokerd.confファイルの AUTOSTARTプロパティーには YES
を設定してはなりません。AUTOSTARTプロパティーの値はデフォルトで NOに設定さ
れています。したがって、データサービスの構成が完了するまで Sun Cluster HA for
Sun Java System Message Queueがアプリケーションを起動または停止することはあ
りません。

1. Sun Java System Message Queueパッケージがインストールされていない場合、
クラスタのすべてのノードにインストールします。

2. メッセージキューを格納するグローバルファイルシステムの場所を指定します (例:
/global/s1mq)。

このファイルシステム用のディレクトリを作成できます。

手順
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3. 任意のノードで IMQ_VARHOMEを設定し、imqbrokerdコマンドを実行して、構
成ディレクトリとファイルを生成します。

# IMQ_VARHOME=/global/s1mq
# export IMQ_VARHOME

# imqbrokerd -name hamq1

4. $IMQ_VARHOME/instances/hamq1/props/config.propertiesを編集し
て、imq.jms.tcp.hostnameプロパティーに論理ホスト名を設定します。

Sun Java System Message Queueのイン
ストールと構成の確認
この節では、Sun Java System Message Queueのインストールと構成の確認方法につ
いて説明します。

� Sun Java System Message Queueのインストール
と構成を確認する
次の手順で Sun Java System Message Queueのインストールと構成を確認します。こ
の手順では、高可用性アプリケーションであるかどうかの確認は行いません。

1. 論理ホスト名が設定されていることを確認します。

2. IMQ_VARHOMEを設定し、メッセージブローカーを手作業で起動します。

# IMQ_VARHOME=/global/s1mq
# export IMQ_VARHOME

# imqbrokerd -name hamq1

3. ブローカーを停止します。

# /usr/bin/imqcmd shutdown bkr -b hostname:port

4. リソースグループのすべての潜在的な主ノードで、手順 2を繰り返します。

手順
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Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueのインストールと構成の
計画
この節では、Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueのインストールと
構成に必要な情報を説明します。

データサービスの標準構成
ここで説明している標準構成を使用して、Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueのインストールと構成について計画します。Sun Cluster HA for Sun
Java System Message Queueは、追加構成をサポートできますが、ただし、Enterprise
Servicesの担当者に連絡し、他の構成に関する情報を得る必要があります。

次の図に、Sun Java System Message Queueの標準フェイルオーバー構成を示しま
す。

図 1フェイルオーバーデータサービス構成の 2ノードクラスタ

構成上の考慮事項
メッセージサービスとその他の高可用性アプリケーションを共に使用する場合、リ
ソース間の依存性が発生する可能性があります。Resource_dependenciesプロパ
ティーについては、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の付
録A「標準プロパティ」を参照してください。
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構成計画に関する質問
この節の質問事項に基づいて Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueの
インストールと構成について計画します。これらの質問の関連情報については、
『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「データサービスのイ
ンストールと構成に関する考慮事項」を参照してください。

� ネットワークアドレスとアプリケーションリソースにどのリソースグループを使用
しますか。また、それらの間にはどのような依存関係がありますか。

� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービス用)は何ですか。

� システム構成ファイルはどこに置きますか。

Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueパッケージのインストー
ル
Sun Clusterの初回のインストールで Sun Cluster HA for Sun Java System Message
Queueパッケージをインストールしなかった場合は、ここで説明する作業を行なって
パッケージをインストールしてください。この手順は、Sun Cluster HA for Sun Java
System Message Queueパッケージをインストールするすべてのクラスタノードで実
行します。

同時に複数のデータサービスをインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」で説明する手順
を行います。

注 – Solaris 10を使用する場合は、これらのパッケージを「広域ゾーン」だけにインス
トールします。パッケージをインストールしたあとで作成されたローカルゾーンにそ
れらのパッケージが転送されないようにするには、scinstallユーティリティーを
使用してパッケージをインストールしてください。Sun Java™ Enterprise Systemイン
ストーラプログラムを使用してはなりません。

� scinstallユーティリティーを使用して Sun
Cluster HA for Sun Java System Message Queue
パッケージをインストールする
この手順は、Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueをマスターできる
すべてのクラスタメンバーで実行してください。
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Sun Cluster Agents CDが手元にあることを確認します。

1. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CDをロードします。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Cluster Agents CDのパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、選択を
確定するように求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

� Sun Java™ Enterprise Systemインストーラを使用
して Sun Cluster HA for Sun Java System Message
Queueパッケージをインストールする
Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログラムは、コマンド行インタフェース
(CLI)またはグラフィカルユーザーインタフェース (GUI)と共に使用できます。CLI
と GUIでの作業の内容と手順はほとんど同じです。

この手順を完了するには、Sun Java™ Enterprise Systemインストーラ CD-ROMが必
要です。

1. Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueパッケージをインストール
するクラスタノード上で、スーパーユーザーになります。

2. (省略可能) GUIを使用して Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログラ
ムを実行する場合は、DISPLAY環境変数を設定しておく必要があります。

3. Sun Java™ Enterprise Systemインストーラ CD-ROMを CD-ROMドライブに
ロードします。

Volume Managementデーモン vold(1M)が動作しており、CD-ROMデバイスを
管理するように構成されている場合は、/cdromディレクトリに CD-ROMが自動
的マウントされます。

始める前に

手順

手順
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4. CD-ROMの Sun Java™ Enterprise Systemインストーラディレクトリに移動しま
す。

# cd /cdrom/Solaris_sparc

5. Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログラムを開始します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたなら、ライセンス契約に同意し、必要な言語サポートを選
択します。

デフォルトの言語サポートは英語です。

7. 「Availability Services & Sun Cluster 3.1 Subcomponents」で Sun Java System
for Sun Cluster Agentsを選択し、次に進みます。

この選択では、Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueも含め、Sun
Java Systemアプリケーションで使用できる Sun Clusterデータサービスをすべて
選びます。

8. いつ構成を実行するかを求めるプロンプトが表示されたら、「後で設定」を選択し
ます。

「後で設定」は、インストール後に構成を実行することを指定します。

9. (任意)製品を登録して製品アップデートを受け取らない場合は、「インストール中
に登録ウィンドウを開きます」ボックスのチェックを外します。

10.表示される指示に従って、Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queue
パッケージをノードにインストールします。

Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログラムは、インストールの状況を
表示します。インストールが完了すると、プログラムはインストールのサマリーと
インストールログを表示します。

11. Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログラムを終了します。

インストーラプログラムを終了する前に、Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueが正常にインストールされていることを確認します。次のコマン
ドを実行して、パッケージの存在をチェックします。

# pkginfo -l SUNWscs1mq

12. Sun Java™ Enterprise Systemインストーラ CD-ROMを CD-ROMドライブから
アンロードします。

a. CD-ROMが使用されていないことを確認し、CD-ROM上にないディレクトリ
に移動します。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom
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Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueの登録と構成
scrgadmコマンドを使用した Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueの
登録と構成方法について説明します。

注 –データサービスを登録して構成できるようにする追加オプションについての詳細
は、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「データサービス
リソースを管理するためのツール」を参照してください。

この手順を実行するには、構成に関する次の情報が必要になります。

� Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueのリソースタイプ名
(SUNW.s1mq )。

� データサービスをマスターできるクラスタノードの名前。

� クライアントが Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueにアクセスす
るために使用するネットワークリソース。

� Sun Java System Message Queueの待機ポート。

Sun Cluster HA for Sun Java System Message
Queue拡張プロパティーの設定
以下の各項では、Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueリソースの登
録と構成について説明します。拡張プロパティーについては、付録Aを参照してくだ
さい。「調整可能」の欄には、そのプロパティーをいつ変更できるかが示されていま
す。

すべての Sun Clusterプロパティーについての詳細は、『Sun Clusterデータサービス
の計画と管理 (Solaris OS版)』の付録A「標準プロパティ」を参照してください。

リソースの拡張プロパティーを設定するには、リソースを作成または変更する
scrgadm(1M)コマンドに次のオプションを含めます。

-x property=value

-x property
設定する拡張プロパティーを指定します。

value
設定する拡張プロパティーの値を指定します。
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これらのリソースを作成したあとにリソースを構成する場合は、『Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の第 2章「データサービスリソースの管理」
で説明する手順も使用できます。

� Sun Cluster HA for Sun Java System Message
Queueをフェイルオーバーデータサービスとして
登録し、構成する
次の手順で構成を完了させます。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 14ページの「ネットワークリソースの構成と起動」の手順を実行していない場合
は、Sun Java System Message Queue用のリソースグループを追加します。

# scrgadm -a -g resource group [-h nodelist]

3. 14ページの「ネットワークリソースの構成と起動」の手順を実行していない場合
は、論理ホスト名リソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -L -g resource group -l logical hostname

4. データサービスのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.s1mq

-a
データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.s1mq
事前に定義したリソースタイプ名を指定します。

5. Smooth_Shutdown拡張プロパティーが TRUEに設定されている場合、
scs1mqconfigという名前のファイルを $IMQ_VARHOME/instances/ broker/
ディレクトリに作成します。次の行を作成したファイルに追加します。

Password password

Smooth_Shutdown拡張プロパティーについては、付録Aを参照してください。

6. フェイルオーバーリソースグループに Sun Java System Message Queueリソース
インスタンスを追加します。

[Smooth_Shutdownを FALSEに設定する場合 (デフォルト)]
# scrgadm -a -j resource -g resource-group -t SUNW.s1mq \
-x Confdir_list=$IMQ_VARHOME/instances/broker \
-x Broker_Name=broker \
-y Network_Resources_Used=logical hostname \

-y Port_list=port/tcp[,port/tcp]

[Smooth_Shutdownを TRUEに設定する場合]
# scrgadm -a -j resource -g resource-group -t SUNW.s1mq \

手順

Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueのインストールと構成 23



-x Confdir_list=$IMQ_VARHOME/instances/broker \
-x Broker_Name=broker \
-x Broker_User=user \
-y Network_resources_used=logical hostname \
-y Port_list=port/tcp[,port/tcp] \

-x Smooth_Shutdown=TRUE

アプリケーションリソースを含むリソースグループは、14ページの「ネットワー
クリソースを構成して起動する」で自分のネットワークリソース用に作成したリ
ソースグループと同じになります。

-j resource
Sun Java System Message Queueアプリケーションリソース名を指定します。

-t SUNW.s1mq
追加するリソースの種類を指定します。

-x Confdir_list= $IMQ_VARHOME/instances/broker
Sun Java System Message Queue構成ディレクトリのパスを指定します。
Confdir_list拡張プロパティーが必要です。Confdir_listのエントリ
は、1つだけです。

-x Broker_Name= broker
監視するブローカの名前を指定します。

-x Broker_User= user
管理ブローカのユーザー名を指定します。

-y Network_resources_used =network-resource
resource-groupには、ネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)
をコンマで区切って指定します。このリストは、Sun Java System Message
Queueアプリケーションリソースが必ず使用します。

-y Port_list= port-number/protocol
使用するポート番号とプロトコルを指定します (例: 80/tcp)。Port_listプロ
パティーには 1つまたは 2つのエントリが必要です。

-x Smooth_Shutdown=TRUE
ブローカをシャットダウンします。impcmdコマンドを使用すると、imqcmdコ
マンド文字列内にブローカのパスワードが表示されます。

7. リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z
リソースとそのモニターを有効にします。

-g resource-group
有効になっているアプリケーションリソースグループの名前を指定します。

8. リソースグループとアプリケーションサーバーリソースがオンラインになっている
ことを確認します。

# scstat -g

# ps -ef
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Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueの登録と構成
次の例は、Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueの登録方法を示して
います。

クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1, phys-schost-2
論理ホスト名: schost-1
リソースグループ: resource-group-1 (全てのリソース用)
リソース: schost-1 (論理ホスト名),
SUNW.s1mq (Sun Java System Message Queueアプリケーションリソース)

(フェイルオーバーリソースグループを作成する)
# scrgadm -a -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2

(リソースグループに論理ホスト名リソースを追加する)
# scrgadm -a -L -g resource-group-1 -l schost-1

(SUNW.s1mqリソースタイプを登録する)
# scrgadm -a -t SUNW.s1mq

(Sun Java System Message Queueリソースを作成し、
リソースグループへ追加する)
# scrgadm -a -j s1mq-rs -g s1mq-rg \
-t SUNW.s1mq \
-x Confdir_list=$IMQ_VARHOME/instances/hamq1 \
-x Broker_Name=hamq1 \
-y Network_resources_used=schost-1 \
-y Port_list=7676/tcp

(アプリケーションリソースグループを有効にする)
# scswitch -Z -g s1mq-rg

Smooth_Shutdownが有効な場合の Sun Cluster HA for Sun Java
System Message Queueの登録と構成
この例では、Smooth_Shutdownを有効にして、Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueを登録して構成する例を示します。

クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1, phys-schost-2
論理ホスト名: schost-1
リソースグループ: resource-group-1 (すべてのリソース用)
リソース: schost-1 (論理ホスト名),

s1mq-1 (Sun Java System Message Queueアプリケーションリソース)

(フェイルオーバーリソースグループを作成する)
# scrgadm -a -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2

(リソースグループに論理ホスト名リソースを追加する)
# scrgadm -a -L -g resource-group-1 -l schost-1

(SUNW.s1mqリソースタイプを登録する)
# scrgadm -a -t SUNW.s1mq

例 1

例 2
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(Sun Java System Message Queueリソースを作成し、
リソースグループへ追加する)
# scrgadm -a -j s1mq-rs -g s1mq-rg \
-t SUNW.s1mq \
-x Confdir_list=$IMQ_VARHOME/instances/hamq1 \
-x Broker_Name=hamq1 \
-x Broker_User=admin \
-y Network_resources_used=schost-1 \
-y Port_list=7676/tcp \
-x Smooth_Shutdown=TRUE

(アプリケーションリソースグループを有効にする)
# scswitch -Z -g s1mq-rg

SUNW.HAStoragePlusリソースタイプ
の構成
SUNW.HAStoragePlusリソースタイプは、Sun Cluster 3.0 5/02で導入されました。
この新しいリソースタイプは、SUNW.HAStorageと同じ機能を実行し、HA記憶装置
とデータサービス間でアクションの同期をとります。

SUNW.HAStoragePlusには、ローカルファイルシステムを高可用性にする追加機能
があります。Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueは、ディスクに負
荷をかけず、スケーラブルでもないので、SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの
設定は任意です。

背景情報については、SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページと『Sun
Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースグループとディス
クデバイスグループの関係」を参照してください。手順については、『Sun Cluster
データサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースグループとディスクデバ
イスグループ間での起動の同期」を参照してください。(5/02以前の Sun Cluster 3.0
バージョンを使用している場合は、SUNW.HAStoragePlusではなく
SUNW.HAStorage を設定する必要があります。

Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueのインストールと構成の
確認
この節には、データサービスを正しくインストールし、構成したことを確認する手順
を記載します。
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� Sun Cluster HA for Sun Java System Message
Queueのインストールと構成を確認する
次の手順に従って、Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueが正しくイ
ンストールされ、構成されているかどうかを確認します。

1. Message Queueが Sun Clusterソフトウェアの制御下で起動されていることを確
認します。

# scswitch -Z -g resource group

2. Webブラウザから Sun Java System Message Queueに接続し、Sun Java System
Message Queueソフトウェアが正常に機能していることを確認します。

3. scswitchコマンドを実行して、リソースグループをほかのクラスタノード (node2
など)に切り替えます。

# scswitch -z -g resource-group -h node2

4. リソースグループとメッセージキューリソースがオンラインになっていることを確
認します。

# scstat -g

# ps -ef

5. Sun Java System Message Queueリソースグループのすべての潜在的な主ノード
上で、手順 2から手順 4までを繰り返します。

Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queue障害モニターの調整
Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queue障害モニターは、Sun Java
System Message Queueを表すリソースに含まれます。このリソースを作成するの
は、Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueを登録して構成するときで
す。詳細は、22ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueの登
録と構成」を参照してください。

このリソースのシステムプロパティーと拡張プロパティーは、障害モニターの動作を
制御します。事前に設定された障害モニターの動作は、これらのプロパティーのデ
フォルト値に基づいています。現在の動作は、ほとんどの Sun Clusterシステムに適
しているはずです。したがって、Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queue
障害モニターを調整するのは、事前に設定された動作を変更したい場合だけに留める
べきです。

詳細については、次の節を参照してください。

手順
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� 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Clusterデー
タベース用に障害モニターを調整する」

� 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースタイ
プ、リソースグループ、リソースプロパティの変更」

� 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の付録A「標準プロ
パティ」

検証時に障害モニターが行う操作
Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queue障害モニターは、
Smooth_shutdown拡張プロパティーを使用します。このプロパティーを設定する手
順については、22ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queue拡
張プロパティーの設定」を参照してください。

Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queueの検証機能は、Sun Java System
Message Queueサーバーインスタンスの健全性を問い合わせる要求をサーバーに送信
します。

この検証は、ネットワークリソース構成とリソースグループの Port_list設定に
よって定義された IPアドレスとポートの組に接続します。正常に接続できた場合、検
証はポートマッパー情報を読み取ります。最後に、検証の接続が切断されます。接続
に失敗した部分があると、障害が記録されます。

大量のネットワークトラフィック、高システム負荷、構成の誤りは、問い合わせが失
敗する原因になることがあります。Sun Java System Message Queueサーバーが検証
対象のすべての IPアドレスとポートの組み合わせで待機するように構成されていない
と、構成ミスになります。Sun Java System Message Queueサーバーは、このリソー
スに指定したすべての IPアドレスのすべてのポートに対応するように構成します。

サーバーとの接続に失敗すると、完全な検証の障害が発生します。次のエラー
メッセージが送信されます。%sはホスト名を示し、%dはポート番号を示します。

Failed to connect to the host <%s> and port <%d>.

リソースプロパティー期間 Retry_interval内に発生した部分的な障害は対策が必
要な障害になるまで蓄積されます。

次に示すのは、検証の部分的な障害です。

� 切断に失敗した場合。次のエラーメッセージが送信されます。%sはポート番号を
示し、%dはリソース名を示します。

Failed to disconnect from port %d of resource %s.

� Probe_timeoutの時間内にすべての検証手順を完了できない。

� そのほかの理由でサーバーからデータを読み取ることができない場合。次のエラー
メッセージが送信されます。1番目の %sはホスト名を示し、%dはポート番号を示
し、2番目の %sはエラーの詳細を示します。
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Failed to communicate with server %s port %d: %s

異常履歴に基づいて、データサービスのローカルでの再起動、またはデータサービス
のフェイルオーバーのいずれかを実行します。
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付録 A

Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queue拡張プロパティー

この節では、リソースタイプ SUNW.s1mqの拡張プロパティーについて説明します。
このリソースタイプは、Sun Cluster構成におけるMessage Queueアプリケーション
を表します。

システム定義プロパティーの詳細は、r_properties(5)と rg_properties(5)の
マニュアルページを参照してください。

次に、SUNW.s1mqリソースタイプの拡張プロパティーを示します。

Broker_Name
監視するブローカの名前。

データ型 文字列

デフォルト デフォルトは定義されていません。

範囲 該当なし

調整 作成時 (At_ creation)

Broker_User
管理ブローカのユーザー名。このプロパティーが必要なのは、
Smooth_Shutdown=TRUEの場合だけです。

データ型 文字列

デフォルト デフォルトは定義されていません。

範囲 該当なし

調整 任意の時点

Confdir_list
ブローカの構成ディレクトリを示すパス名。Sun Cluster HA for Sun Java System
Message Queueにはこの拡張プロパティーが必要であり、エントリを 1つだけ指
定します。

データ型 String array

デフォルト デフォルトは定義されていません。
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範囲 該当なし

調整 作成時 (At_ creation)

Smooth_Shutdown
imqcmdコマンドを使用するスムーズシャットダウンを有効にするかどうかを示し
ます。

この拡張プロパティーを FALSEに設定すると、データサービスはまず SIGTERMを
使用し、次に SIGKILL (9)を使用して Sun Java System Message Queueプロセス
をシャットダウンしようとします。

この拡張プロパティーを TRUEに設定すると、データサービスは imqcmdコマンド
を使用してプロセスのスムーズシャットダウンを実行しようとします。この拡張プ
ロパティーを TRUEに設定する場合は、拡張プロパティー Broker_Userを設定
し、さらに、そのパスワードを
$IMQ_VARHOME/instances/broker/scs1mqconfigに設定する必要がありま
す。

注 –このプロパティーを TRUEに設定した場合、データサービスがパスワード付き
の imqcmdコマンドを実行するとき、psコマンドの出力にパスワードが表示され
ます。

データ型 ブール型

デフォルト FALSE

範囲 該当なし

調整 任意の時点
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